
  京都市障害者就労支援推進会議通信  

第 １ ６ 号 令 和 ６ 11年  月  

京都市保健福祉局障害保健福祉推進室  
京都市は持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を支援しています。 

 
 

 
 
 

 

「第６期京都市障害福祉計画」（令和３年 3 月策定）における成果目標  

【福祉施設から一般就労への移行】  

年 度 R２ R３ R４ R５ 目標値（R５) 

移行者数 ２３０人 ３１４人 ３１２人 ４１１人 ３６４人以上 

【就労定着支援事業所の利用率】              【就労定着支援事業所の定着率】  

年 度 R５ 目標値（Ｒ５） 

利用率 ４７．２％ ７０％以上 

  
 
 

 
 

 

 
 

 

 
 

年 度 R５ 目標値（Ｒ５） 

就労定着率が
８０％以上の

事業所の割合 
８７．０％ ７０％以上 

 令和６年度 主な取組と予算 
 

～京都市障害者就労支援推進会議通信～ 

２ 農福連携による障害者雇用創出の更なる推進

１ 重度障害者等就労支援特別事業

重度障害のある方等の通勤や職場等での経済活動（就労）を支援するために、当該対象者が就労を継続する

うえで必要不可欠な支援（喀痰吸引や体位の変換、安全確保のための見守り、移動の介護等）の障害福祉サービス

に相当する費用の助成を行い、重度障害のある方等の就労支援を図ります。   

　　本市では、国、京都府の関係行政から民間まで、企業、労働、福祉、教育等の各分野の関係機関及び団体等と
連携して、障害のある方が生きがいを持って働くことができるよう、それぞれのライフステージに応じて、切れ目なく
支援するための協働機構「京都市障害者就労支援推進会議」（平成21年8月設立）を中心に、「一般就労の
促進」「定着支援の充実」「福祉的就労の底上げ」に係る施策を推進しています。  

産業観光局と連携し、福祉施設が農作物等の生産・

加工・販売等に携われるよう、農家等とのマッチング等に

取り組み、販路開拓や地域の活性化を図る農福連携を

推進します。 

具体的には、農福連携を希望する福祉施設の開拓及び

農家とのマッチングに取り組むことで、農家から福祉施設 

への委託業務の抽出・新商品の開発等に取り組みます。 

事業概要 事例集

対象者の要件等、事業の詳細は右記の

二次元コードから御確認ください。 

農福連携に意欲のある農家等と福祉
施設の合同マッチング会の様子 

「京おくら」農家等との業務請負に係る
マッチング会の様子 

２８,１４０千円

２,５００千円

 

 
 

 



 
 
 

 
【職場実習】２０名（予定） ※８月以降、順次実施中 
【チャレンジ雇用】２名（予定） ※実習経験者の中から選考   
 

 

 

   

  
 
 
 

４  障害者職場実習・チャレンジ雇用推進事業

６  伝福連携担い手育成支援事業

３  障害者就労支援プロモート事業

５  障害者職場定着支援等推進センター事業

  

７  京都市障害者ＩＴ教室  

２名の「障害者就労支援プロモーター」を配置し、福祉施設職員の支援スキルや障害のある方の就労スキルを
高める研修をはじめ、地域企業の人事担当者等を対象とした研修やセミナー、障害者雇用等の検討を進める地域
企業の課題に応じた専門家派遣を実施し、障害のある方の雇用の拡大等を目指しています。  

将来の企業就職に向けたステップアップとするため、福祉施設と
連携し、一般就労を希望する障害のある方を対象に、京都市役所の職
場において、職場実習（約２週間）やチャレンジ雇用（会計年度任用
職員としての雇用１か月程度）を実施しています。    

実習及び雇用の期間中は、実習コーディネーター（ジョブコーチ等）
が業務の切り出しや実習評価を行います。 

障害のある方の長期就労を支援することを目的に、
「京都市障害者職場定着支援等推進センター」（北山
ふれあいセンター内）及び本センターの南部分室（京都
テルサ内）を設置し、両センターに配置している専門職
員が、就労に関する相談、企業訪問等による状況把握、
仲間づくり支援（交流サロン）などを行い、障害のある
方の自立と社会参加を推進しています。  

伝統産業分野における障害のある方の職域を拡大し、就労支援・雇用
創出を図ることで、技術継承や後継者確保を目指すため、障害のある方の
雇用又は市内の福祉施設への業務の発注に意欲がある伝統産業事業者
等に対して、専門家の派遣や障害のある方を雇用する際に必要な備品購
入等に要する費用の補助を行っています。 

１０,４５９千円

２,０４３千円

２１,４４６千円

１,１５０千円

２,１３１千円

【利用者向け】 障害者就労支援スキルアップ研修会

「企業で模擬面接を体験しよう！」 

【企業向け】 障害者雇用セミナー

「障害のある方の多様な働き方セミナー～デジタル 
技術の発展による新たな職域拡大の可能性～」

【支援者向け】 障害者就労支援スキルアップ研修会

「就労支援事業所管理者向け研修会」

イベント会場での受付対応の様子

交流サロン「ぽろぽろ」 お出かけセミナー（野鳥遊園） 

障害のある作家の絵を西陣織のバッグに転写し
イベントで展示 

障害のある人の就労の促進を図ることを目的として、情報機器やインターネットを活用し、資格取得や就労に
向けた知識・技術を取得いただくための講座を開催しています。 



開催日 

R６．２．１４ 

報告事項 
京都市障害者就労支援推進会議部会等の取組状況について 
京都市障害福祉計画における福祉施設から一般就労への移行について 
京都市障害者就労支援推進事業について 

協議事項 「障害のある人の在宅就労について～オリィ研究所の取組～」  

 
  

 
 

 
 

１ 重度障害者等就労支援特別事業 
支給決定者数：18名  

２ 農福連携による障害者雇用創出の更なる推進 
・事業説明会およびマッチング会を開催：６組のマッチングが成立 
・新商品の開発・販売：２施設 

３ 障害者就労支援プロモート事業 
⑴　京都市障害者就労支援推進会議の開催内容  

  
 

 

８ はあと・フレンズ・プロジェクト推進事業

 令和５年度 主な取組の実績 
 

〔営業時間〕11:00～18:30  
〔定 休 日〕毎週水曜日、年末年始 

〔Ｔ Ｅ Ｌ〕075-221-8033 

 ←ストアＨ Ｐ 

 

 

オンラインショップ→ 

工賃水準の向上をはじめとする福祉的就労の底上げを図るた  
め、平成23年10月、市内福祉施設の製品（お菓子・雑貨等）
を取り扱うセレクトショップ「はあと・フレンズ・ストア」を開設し、
製品開発、生産・販売の新しいモデル事業づくりや販路拡大に
取り組んでいます。 

この取組を通じて、障害のある方の自立と社会参加を促進する 
とともに、企業や市民に対する障害者福祉への理解促進や将来 
の雇用機会の創出を図ります。 

京都市内における様々な団体・関係機関等と障害のある方の就労支援の効果的な推進を目的に

障害者雇用の現状や時勢に適した支援の在り方の議論を行いました。

また、近年、先進的な技術や仕組み等の導入により、これまで難しいと考えられてきた重度障害のある

人等の在宅での就労が可能になってきたことを踏まえて、分身ロボット「OriHime（オリヒメ）」を

開発し、遠隔操作でのカフェの接客等、障害のある方の様々な社会参加を実現している（株）オリィ

研究所に取組内容の講演をしていただき、意見交換を実施しました。

１４,９０５千円８

工賃水準

取扱製品の一例（左:ピアス・イヤリング ／ 右:ビスコッティ）

就労支援推進会議の様子（左:京都市からの事業報告 ／ 右 :（株）オリィ研究所講演後の意見交換） 

四条河原町花遊小路商店街内



「はたらきまひょ」 

二次元コード 

【部会の開催実績】 
 
 
 
 
 

 
 
 
  

⑵ 障害者就労支援スキルアップ研修、企業見学会及びセミナーの開催 

名称 対象 開催回数 参加者数 

障害者就労支援スキルアップ研修 就労支援事業所等の利用者及び支援員 ７回 延べ１８９人 

企業研修・セミナー 企業の人事担当者等 ３回 延べ７２人 

⑶ 障害者雇用促進アドバイザー派遣等支援 

申込事業者：３者、利用回数：７回 

４ 障害者職場実習・チャレンジ雇用推進事業 

⑴ 職場実習の実施状況 

⑵ チャレンジ雇用の実施状況 
     上記の実習を受けた方の中から１名を京都市の会計年度任用職員として１か月採用しました。 

実施職場：保健福祉局障害保健福祉推進室 

５ 障害者職場定着支援等推進センター事業 
・相談・支援件数：10,６３９件、就職後１年経過時点の定着率：８６．７％、交流サロン参加人数：延べ４９３人 

６ 伝福連携担い手育成支援事業 
・京焼・清水焼の事業者が補助事業を活用し、８施設への業務委託につながりました。 
・京漬物の事業者が補助事業を活用し、機械を導入。手作業では重労働で時間がかかる作業が、  
機械の導入により、障害のある方でも可能な作業となりました。 

・西陣織の事業者が補助事業を活用、障害のある作家の方の作品をデータ化し、作品を転写したバッグを 
イベントにて展示しました。 

７ 京都市障害者ＩＴ教室 
・開講回数：３６０回、受講者数：６４名 

８ はあと・フレンズ・プロジェクト推進事業 
⑴ 年間売上金額…8,385 千円 
⑵ 福祉施設を対象とした勉強会や企業等と連携した出店販売等を実施 

９ 京都市障害者就労支援推進会議ウェブサイト「はたらきまひょ」
    障害者就労支援プロモート事業における各セミナー・見学会等の開催情報や、 

障害者就労支援事業所等の情報を提供しています。 

ＵＲＬ：http://www.hatarakimahyo.jp/ 
 

精神障害者就労支援システム検討部会 精神障害者就労支援システム検討 
（R5.１０.４） 

1 回開催 

巣立ちのネットＷＯＲＫ 
総合支援学校生徒の就労職場開拓の
検討及び情報交換等 

３回開催 

第３０回雇用フォーラムの開催 R５.11.８ 

デュアルシステム推進ネットワーク会議 長期企業実習や職業教育のあり方の検討 ２回開催 

障害者職域開発推進部会 令和５年度アドバイザー派遣支援事業等の
実施状況について（R６．３．２５） 

1 回開催 

はあと・フレンズ・プロジェクト推進協議会 
令和５年度事業進捗状況及び 
令和６年度事業計画確認等（R６.２.９） 

1 回開催 

京都市障害者就労支援推進会議通信 第１６号 令和６年11月発行 
事務局：京都市保健福祉局 障害保健福祉推進室 
〒604-8571 京都市中京区寺町通御池上る上本能寺前町 488 京都市役所分庁舎４階 
TEL 075-222-4161  FAX 075-251-2940  

京都市印刷物第 064715 号 

身体障害（１名）、知的障害（８名）、精神障害（９名）のある方１８名が市役所の職場で、それぞれ約２週間の
職場実習を行いました。 

イラスト（哺乳類）は就労継続支援B型 LAGOON あおいさん


